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日本と中国。常に密接な関係にある両国の人々はしかし、相手国の

人間が何を考え、どのような価値観をもち、どのように行動するか

をクリアにイメージできていないのではないでしょうか。一方で、

反日デモや侵略する日本兵といった刺激的なイメージが脳裏に焼き

付けられ相手にネガティヴなイメージを持ったり、公人の靖国神社

参拝や急激な軍拡を目にすることで相手に必要以上に脅威を感じた

りしているのではないでしょうか。 

 この分科会では様々なイメージが日中間に及ぼしている影響につ

いて議論し、日中共同の未来のために何ができるかを両国の学生が

真剣に考えます。この過程を通じ私たちスタッフそしてあなたがた

参加者は等身大の中国のイメージを得、また日本が中国からどう見

られているかを知ることで日本への理解も深まるでしょう。そし

て、何よりも「本気」でぶつかりあうことでかけがえのない友人を

両国に得ることでしょう。そして厚い信頼関係を築いた私たちこそ

が両国にとっての「未来」なのかもしれません。 
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